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1　 目的

　学習指導要領の 改訂 に伴 い ，博物館 ・科学館

な ど との 積極的な連携，協力 が明記 された。現

状では ， 学校 と博物館 の 教育を っ なぎ ， 教員 と

博物館職員の 人材 の 交流 を図 り，理解 を促進す

る場面 を設 ける人材 （本研 究 で は博物館 リエ ゾ

ン と呼ぶ）が不 足 し て い る。
〔’）

　本研 究で は，学校 と博物館 を円滑に つ なぎ，

そ の 機能 と養成方法 の シ ス テ ム 化 と実践的 な

養成プ ロ グラ ム の 研究開発 と体系化 を行 い
， 学

校 と博物館 を 「つ な ぐ人」，博物館 リエ ゾ ン の

養成方法 を明 らか に し，仕会へ の 実装を 目指す

もの で あ る。

2　方法

　本研究は ，当館 の ボ ラ ン テ ィ ア 制度 を活用

し，博物館 リエ ゾン の 養成 プ ロ グラ ム （以下，

養成プ ロ グラ ム ）の 開発
・体系化 を 4 年間 の

計画で 行 っ て い る。

　本研 究で は，抽 出 した 不安因子 （ii）か ら，養

成プ ロ グラ ム の 開発 に お ける 3 つ の 構成要素

を明 らか に した 。
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　 こ の 構成要素 をもと に 養成プ ロ グラ ム の 開

発 を実施 し た 。

3　 成果

　博物館 リエ ゾ ン 養成プ ロ グラ ム の概要

  聴 く＆引き出す ・つ なげ る 【子どもとの対話】

　 当館 の 博物館ボ ラ ン テ ィ ア を対象に ，子 ども

た ち と の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を 円滑 に 行い 興

味関心や疑問を引き出 し，一緒 に考 える こ とを

ス タ ン ス と し たプ ロ グラ ム を開発。 「子 ども の

疑問や興味 を引き 出 し ， 展示 ・資料の 観察や，

子 どもの 日常に つ なげる には 」 をテ
ー

マ に，ワ

ー
ク シ ョ ッ プ を中心 に行 っ た。

  ス クー
ル ウォ ッ チ ン グ 【学校教育 の 理 解】

　学校教育，学習指導要領 と は何か ，地域社会

と学校の 役割，学校現場 が抱えて い る課 題等 を

学校教育につ い て 総合的 に理 解す る。また ， 授

業 の 参 観 や 先 生

との 交 流 を通 し

て ，発問や意見の

広 が りや 掌握，ウ

ェ ビ ン グ法 を活

用 し た 課 題 の 設

定 方 法 な ど 子 ど

もとの や りと り，

対 応 の コ ツ を 学

ん だ 。
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　 骨 ほ ね ウォ ッ チン グ 【学習プ ロ グラムの習得】

　 当館 の 科学 的体験学習プ ロ グ ラ ム の
一

つ で

ある 4 年生の 理 科で新設 され た 「骨 と筋肉」 に

関連す る もの を養成 プ ロ グ ラ ム とし て 位置付

け，来館する小学生 の 団体 向け に今年度か ら事

業 と し て ス ター トさせ た 「か は くス ク
ー

ル プ ロ

グラ ム 」の 中で 実施 し，実践，及び検証，改善

を行 っ た。

　国立科学博物館 で は，教員 自らが 自発 的に博

物館 を楽 しみ ，博物館 に つ い て 理 解を深 め る機

会 と し て 「教員 の ため の 博物館 の 日 」を事業 と

して 実施 し て い る。こ の 事業の 場で ，博物館 リ

エ ゾ ン 養成プ ロ グラ ム を実施 し，学校 の 教育活

動の 理 解を図 っ た。
4 　今後の課題

　開発 し た 養成 プ ロ グラ ム につ い て ，
「ただ教

え るだ け で な く， （子 ども の ）考 えを引き出 し

て い く と こ ろ が 難 しい 」 との 声が 複数 出て お

り，継続的な検証 、改善研修 を行 っ て い く。

　養成プ ロ グ ラ ム は ， 博物館教 育の 特性 をふ ま

え た博学連携 の ね ら い の 理 解 ，学校教育 の 理

解 ， 子 どもと の 対話 ， 学習プ ロ グ ラム の 習得，
とい う内容で 整理 し

， 今後 は さらに養成プ ロ グ

ラ ム を精査 し て い きたい と考えて い る 。
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